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川越子どもサポート発表会が開催されました
２月９日（土）、川越西文化会館において、「川越子どもサポート発表会」が開催されました。

この発表会は子どもたちの「生きる力」を育むために、学校・家庭・地域がどのように連

携を進めていけばよいのか、その取組について、実践発表を中心にみんなで考える機会とし

て実施されているものです。発表会当日は、各地域のサポート委員をはじめ、学校関係者、

保護者、各地区の協力者、自治会の方など約３３０名の参加があり、発表地区の説明や資料・

スクリーン等をとおして各地区の活動を振り返ることができ、それぞれの地域における今後

の活動推進につながるものと思われます。

発表会では、はじめに１１地区のサポート委員会の活動の様子がスライドとナレーションで

紹介されました。いずれの委員会も子どもたちが生き生きとした表情で、楽しそうに活動して

いる姿が映し出されていました。続いて、今年度発表の３地区（川鶴、高階、南古谷）のプレ

ゼンテーションがありました。３地区とも限られた時間を有効に使い、それぞれが工夫を凝ら

して特色ある取組の様子を紹介していました。

各地区の発表のあと、子どもサポートコンクール「小江戸見っけ隊」で入賞され、ベスト見

っけ賞に輝いた９人の作品発表と表彰が行われました。作文・絵画・新聞それぞれの部門で入

賞された子どもたちの発表は大変素晴らしく、参加者からたくさんの拍手をいただき、会場は

和やかな雰囲気につつまれました。遠藤実行委員長からは「川越の特色を生かした活動と素晴

らしい作品、子どもも大人も輝いている」という講評をいただき全てを終了しました。

川鶴サポート委員会

川鶴地区は、３０年間の地域の変遷をもとに、活動内容につい

て、サポート委員長から発表がありました。

今年度は猛暑で熱中症指数が高かったため、防災キャンプは中

止になりましたが、昨年度の実施の様子や成果と課題について、

多くの写真とともに紹介しました。会場からは、共感の大きな拍

手が送られました。

子サポ祭りでは、ＰＴＡ

を中心に、地域の方々の協

力を得て、様々な体験活動

を実施していることがよく

分かりました。 災害井戸の体験 豚汁講習会 収穫体験

高階サポート委員会

高階地区は、小学校５校と中学校４校がある地域の特色

を生かした活動について、多くの写真を提示しながら発表があり

ました。小学生を対象にした５校区ドッジボール大会、子ども達

が参加するファミリーコンサートや中学生・高校生が活躍する武

蔵野ふれあいの森コンサート等を中心にしたイベント事業は地

域に定着しています。また、学校応援団の事業は、各学校ごとの応援団を中心に実施され

ています。安全見守り活動や授業の支援活動、環境整備支援を数多く実施していることが

よく分かりました.。

会場からは「うらやまし

い。」という声が多く聞かれ

ました。

ドッジボール大会 ファミリーコンサート ふれあいの森コンサート

南古谷サポート委員会

南古谷地区の発表は、米作りから収穫までの活動や近隣大学・

高校と協力したコンサート、子どもサミット、ホタル鑑賞会、フ

ェスティバル等、大規模なイベントが多く実施されている報告で

した。その様子をスライドショーにまとめ、写真と音楽で紹介さ

れました。

また、毎年南古谷中学校で開催される子ども文化祭では、中学生の発表する機会が多く

用意されており、

会場の方々は、

中学生の姿に、

感心していまし

た。

田植えの様子とかかし 子どもサミット 子ども文化祭



○小江戸賞（銀賞）

山田小３年生「ぼんおどり」 上戸小６年生「ぼくが参加した鯨井の夏～天王様～」

子どもサポートコンクール

「小江戸見っけ隊」作品展が開催されました
子どもサポートコンクール「小江戸見っけ隊」作品展が、川越市立美術館市民ギャラリー

とアートホール（２月２０日～２４日、全応募作品の展示）で開催されました。

開催期間中、全応募作品１，３７８点が展示され、来場者は約９２０名ありました。

アンケートでは、「全作品を美術館に展示してもらい励みになります。」「どの作品も川越愛

があふれていて、感動しました。」「子どもさんの感性豊かに描かれた絵などを見て、本当に

心が癒された気持ちです。」等の感想をいただきました。今後も、子どもたちが地域の方々と

のふれあいを通して川越や地域のすばらしさを感じながら成長していってほしいと願いま

す。

③新聞部門

○ベスト見っけ賞（金賞）

福原小３年生 牛子小５年生 川越西中１年

大東西中２年生

「小江戸川越 埼玉りそな銀行」

牛子小６年生

「大好き川越！！」

仙波小２年生

「川越ほり」

「 川ごえ木の新聞 」 「新河岸川新聞 」 「 川越めぐり かわら版 」

川越市立美術館市民ギャラリー

○子どもサポ－ト賞（銅賞）

武蔵野小３年生「ぼくがすんでいる所」 仙波小６年生「楽しかった盆踊り大会」

○入 賞

川越第一小３年生「川ごえ市のいいところ見つけたよ」名細小４年生「この町が大好きだ」

川越第一小３年生「夏休みのぎょうじ」 山田小５年生「お米作り体験を通して」

② 絵画部門

○ベスト見っけ賞（金賞）

○小江戸賞（銀賞）

川越第一小３年生 南古谷小６年生 東中１年生

「七まがり新聞」 「夏の萱沼見っけ隊新聞」 「川越ＢＩＧ３寺社新聞」

○子どもサポート賞（銅賞）

広谷小３年生 山田小5年生 川越西中１年生

「おじぞうさま新聞」 「藍染め体験新聞」 「すごいぞ！川越 調査新聞！」

○入 賞

川越第一小３年生 川越西小５年生 山田中１年生

「川ごえ日枝新聞」 「芳地戸のふせぎ新聞」 「日本の米作り新聞」

大塚小３年生 牛子小 ５年生 寺尾中２年生

「川ごえ大じまん新聞」 「焼米橋新聞」 「高階南公民館新聞」

「六軒町の楽しいぼんおどり」「たくさんのサポートさん達に感謝」

○小江戸賞（銀賞）

仙波小３年生 大東東小６年生 大東西中２年生

「きし町１丁目のぼんおどり大会」 「成人を祝う南大塚の餅つき踊り」 「川越の象徴『時の鐘』」

○子どもサポ－ト賞（銅賞）
霞ケ関東小１年生 霞ケ関北小６年生 大東西中３年生

「たいしょうろまんゆめどうりのこいのぼり」 「みんなが集まる『にこにこ食堂』」 「入間川の水道橋」

○入 賞
南古谷小２年生 山田小５年生 大東西中２年生
「久下戸でザリガニつり！」 「太この中でもひっかわせ」 「昔の街並み」

川越第一小３年生 山田小５年生 山田中２年生
「むかしのしろ 本丸ごてん」 「歴史の残る風景」 「夕方の散歩道」

子どもサポートコンクール 「小江戸見っけ隊」入選作品一覧

※各部門とも、小学校低学年（小１～小３）、小学校高学年（小４～小６）、中学生に分
けて審査しました。

① 作文部門

ベス ○ベスト見っけ賞（金賞）

中央小３年生 山田小６年生 高階中３年生

「川越と共に」

２階 アートホールに展示された作品を鑑賞する方々




